
第２種指定化学物質候補の有害性根拠

■発がん性

IARC 産衛学会 ACGIH NTP EU
IARC 産衛学会 ACGIH 1986 1996 2005 NTP CLP

2-39 1937-37-7 ● 1 2A 1B 1
S9 98-88-4 ● 2A 2B A4 2
S21 96-24-2 ● 2B 2
S29 64-67-5 ● 2A 2A R 1B 2
S38 3296-90-0 ● 2B 2B R 2
S67 123-35-3 ● 2B 2B 2

備考
発がん性に関するIARC等の分類はハザードによる分類であり発がん性の強さや発がんリスクの大きさを示すものではない。
以下に各機関における発がん性のクラス分類の定義を記す。
IARC
1 ：作用因子はヒト発がん性がある
2A：作用因子は恐らくヒト発がん性がある
2B：作用因子はヒト発がん性の可能性がある
3 ：作用因子はヒト発がん性については分類することができない
4 ：作用因子は恐らくヒト発がん性がない
日本産業衛生学会
1：人間に対して発がん性があると判断できる物質
2：人間に対しておそらく発がん性があると判断できる物質
2A： 証拠が比較的十分
2B： 証拠が比較的十分でない
ACGIH
A1 ：確認されたヒト発がん性因子
A2 ：疑わしいヒト発がん性因子
A3 ：確認された動物発がん性因子であるが、ヒトとの関連は不明
A4 ：ヒト発がん性因子として分類できない
A5 ：ヒト発がん性因子として疑えない
NTP
K：ヒト発がん性因子であることが知られている
R： 合理的にヒト発がん性因子であることが予測される
EU CLP
1A：ヒトへの発がん性が知られている物質。
1B：ヒトへの発がん性があるとみなされるべき物質。
USEPA
2005 年 ガイドライン
CaH：ヒト発がん性である
L：ヒト発がん性である可能性が高い
S：発がん性を示唆する証拠がある
I：発がん性を評価する情報が不十分
NL：ヒト発がん性の可能性が高くない因子
1996年 草案ガイドライン
K/L：ヒト発がん性が知られている/可能性が高い
CBD：ヒト発がん性を決定できない
NL：ヒト発がん性の可能性が高くない
1986年 ガイドライン
A：ヒト発がん性因子
B：恐らくヒト発がん性因子
B1：疫学的研究で限定されたヒト発がん性の証拠がある作用因子
B2：動物での十分な証拠があり、かつ疫学的研究でヒト
での発がん性の不十分な証拠があるか、またはない作用因子
C：ヒト発がん性の可能性がある因子
D：ヒト発がん性に分類できない
E：ヒト発がん性なしという証拠がある

分類結果あり
EPA

クラス案

参考資料１③
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■変異原性
物質情報 情報源 データの有無 試験方法 試験結果・結論 文献 備考 メモ クラス案

物質ID 化学物質名称 情報源名 物質名 データの有無 掲載ページなど 試験物質 系 方法 材料 処理条件 用量 TGなど GLP その他 試験結果・結論 備考 引用原文 信頼性ランク

物質名 溶媒 純度（%） 方法 その他 動物種・菌種など 細胞種・株など

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾ
イル）尿素

United States Environmental
Protection Agency (EPA)：
Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

なし 修正（物質番号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾ
イル）尿素

食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 陰性 繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 修正（物質番号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾ
イル）尿素

食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 陰性 繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 修正（物質番号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾ
イル）尿素

食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 陰性 繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 修正（物質番号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾ
イル）尿素

食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 陰性 繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 修正（物質番号）

S25 政府GHS分類 ２－シアノアクリル酸エチル 政府GHS分類 2-シアノアクリル酸エチル in vivo/vitro 分類できない

ガイダンスの改訂により区分外が選択できなくなったため、分類できな
いとした。すなわち、in vivoでは、ラット及びマウスの骨髄細胞を用い
た小核試験で陰性 (NTP DB (Access on September 2015))、in vitroで
は、細菌の復帰突然変異試験で陰性である (CICAD 36 (2001)、
ACGIH (7th, 2001)、DFGOT vol. 1 (1990)、NTP DB (Access on
September 2015))。

平成27年度 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S36 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価結果 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール in vitro Ames試験 平成23年1月21日 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S36 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価結果 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール in vitro ほ乳類染色体異常試験 平成23年1月21日 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S36 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価結果 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール in vitro（その他） 平成23年1月21日 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S36 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価結果 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール in vivo 小核試験 平成23年1月21日 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S36 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価結果 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール in vivo（その他） 平成23年1月21日 修正（当該物質は候補か
ら除外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド 内閣府食品安全委員会評価書 あり ○ 陰性
発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性、発達神経毒性及び遺伝
毒性は認められなかった。

修正（当該物質は候補か
ら除外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド

United States Environmental
Protection Agency (EPA)：
Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり in vitro 復帰突然変異試験
Salmonella
typhimurium（サルモネ
ラ菌）

TA1535,TA1537,
TA1538,TA98,T
A100

代謝活性あり／代謝活性なし0,4,20,100,500,2500μg/plate 陰性
修正（当該物質は候補か
ら除外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド

United States Environmental
Protection Agency (EPA)：
Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり in vitro 染色体異常試験 哺乳類 CHO細胞 代謝活性あり／代謝活性なし2.0,3.0,4.0,5.0mg/ml 陰性
修正（当該物質は候補か
ら除外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド

United States Environmental
Protection Agency (EPA)：
Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり in vitro 不定期DNA合成試験 ラット(rat) 初代肝細胞 0.026-5000µg/mL 陰性
修正（当該物質は候補か
ら除外）

キースタディ
の該否
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■生殖発生毒性(CLP)

Repr
1A 1B 2 化管法クラス

2-39

disodium 4-amino-3-[[4'-[(2,4-
diaminophenyl)azo][1,1'-biphenyl]-4-
yl]azo]-5-hydroxy-6-
(phenylazo)naphtalene-2,7-disulphonate;
C.I. Direct Black 38

  ● 3

2-91
quinomethionate; chinomethionat (ISO); 6-
methyl-1,3-dithiolo(4,5-b)quinoxalin-2-one

  ● 3

S28 diisobutyl phthalate  ●  2

S54
oxadiargyl (ISO); 3-[2,4-dichloro-5-(2-
propynyloxy)phenyl]-5-(1,1-dimethylethyl)-
1,3,4-oxadiazol-2(3H)-one

  ● 3

S64 formamide  ●  2

Repr
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■生殖発生毒性（根拠）

PRTR指定時の物
質グルーピング

物質名称（CAS） 生殖発生
毒性

出典 対象CAS 根拠情報

2-39

二ナトリウム＝４
－アミノ－３－
（｛４’－［（２，４－
ジアミノフェニル）
ジアゼニル］ビ
フェニル－４－イ
ル｝ジアゼニル）
－５－ヒドロキシ
－６－（フェニル
ジアゼニル）ナフ
タレン－２，７－ジ
スルホナート

二ナトリウム＝４－ア
ミノ－３－（｛４’－
［（２，４－ジアミノフェ
ニル）ジアゼニル］ビ
フェニル－４－イル｝
ジアゼニル）－５－ヒ
ドロキシ－６－（フェ
ニルジアゼニル）ナフ
タレン－２，７－ジス
ルホナート

3 政府GHS分類
（平成30年度）

1937-37-7

ジナトリウム＝４－アミノ
－３－［４’－（２，４－ジ
アミノフェニルアゾ）－
１，１’－ビフェニル－４
－イルアゾ］－５－ヒドロ
キシ－６－フェニルアゾ
－２，７－ナフタレンジス
ルホナート【Ｃ．Ｉ．ダイレ
クトブラック３８】

【区分２】

【分類根拠】
（１）から妊娠マウスを用いた生後の発達毒性影響として、雄児動物の生殖器および精子形成への有害影響の報告があるが、親動物の一般毒性影響の記述がなく親動物への毒性作用による二
次的影響かどうか判断できない。（２）として、米国TSCA申請データとして、動物種、投与経路が不明であるが、妊娠動物を用いた催奇形性試験で母動物の一般毒性用量で奇形発生の増加がみら
れたとの報告があることから、本項は区分2とした。

【根拠データ】
（１）妊娠8～12日のマウスに500 または 1,000 mg/kg/dayを経口投与した結果、雄児動物に精巣重量の減少、精細管の萎縮、精細管における生殖細胞欠損が認められた（NICNAS IMAP
（Accessed Dec. 2018））。
（２）TSCA申請データとして、妊娠6～15日の母動物（動物種不明）に投与（経路不明）した結果、母動物に肝臓重量増加がみられる用量（100 mg/kg/day）で、胚/胎児吸収の増加、奇形胎児発生
率の増加、骨格奇形の増加がみられた（HSDB（2003））。

【参考データ等】
（３）妊娠7～9日のラットに約40 mg/kg/dayを皮下投与した結果、母動物（16例）のうち3例が死亡し、4例に全胚吸収が認められたが、生存胎児に奇形はみられなかった（IARC 29（1982））。
（４）EU CLPではRepr. 2に分類されている。

2-91

６－メチル［１，３］
ジチオロ［４，５－
ｂ］キノキサリン－
２－オン

６－メチル［１，３］ジ
チオロ［４，５－ｂ］キ
ノキサリン－２－オン

3 食品安全委員
会農薬評価書
（平成30年度）

2439-01-2

キノメチオナート

各種毒性試験結果から、キノメチオナート投与による影響は、主に造血系（貧血及び脾髄外造血）、肝臓（肝細胞変性及びクッパー細胞集簇巣）、精巣（精子形成減少：ラット）及び精巣上体（精子
数減少：ラット）に認められた。神経毒性、発がん性、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。ラットを用いた繁殖試験の高用量で成熟過程にある精巣上体精子の減
少による雄性不妊が認められた。

１２．生殖発生毒性試験
（３）1 世代繁殖試験（ラット）
3 世代繁殖試験（ラット）［12.(2)］の 500 ppm 投与群で雄性不妊が認められたことから、確認試験として Wistar Hannover ラット（一群雌雄各 24 匹）を用いた混餌（原体：0､250 及び 500 ppm：平均
検体摂取量は表 31 参照）投与による 1 世代繁殖試験が実施された。
500 ppm 投与群では雄親動物で精子数減少等の生殖毒性が認められ、雌では発情周期が延長し、交尾率に影響はなかったが妊娠動物が得られなかった。成熟過程にある精巣上体精子の減少
が主たる雄性不妊の要因であると考えられた。250 ppm 以上投与群の親動物及び 250 ppm 投与群の児動物において体重増加抑制等が認められた。本試験は 3 世代繁殖試験の追加試験として
2 用量で実施されたため、無毒性量は判断されなかったが、本剤投与による毒性プロファイルは把握可能と考えられたことから、食品安全委員会は本試験を評価資料とした。

S28

ジイソブチル＝フ
タラート

ジイソブチル＝フタ
ラート

2 政府GHS分類
（平成30年度）

84-69-5
フタル酸ジイソブチル

【区分1B】

【分類根拠】
（１）より明確な母動物毒性がない用量で、発生影響として吸収胚の増加、外表・内臓・骨格奇形の発生率増加がみられたこと、（２）より母動物毒性がない用量で、雄児動物に抗アンドロゲン作用
を示唆する所見、性成熟遅延がみられ、成熟後の雄には精巣及び精子への傷害、生殖器官の発達障害、奇形の増加がみられたことから、本項は区分1Bとした。

【根拠データ】
（１）妊娠ラットの妊娠6～20日に本物質250～1,000 mg/kg/dayを強制経口投与した催奇形性試験の結果、母動物には500 mg/kg/day以上で体重増加量の減少がみられたが、妊娠子宮重量で補
正した正味の体重増加量では有意差はなく、他には最高用量（1,000 mg/kg/day）まで明確な一般毒性影響はみられていない。750 mg/kg/day以上で吸収胚比率の増加、胎児に外表奇形（神経管
閉鎖不全、無眼症）、内臓奇形（尿管及び血管の欠損）、骨格奇形（胸骨分節の癒合と脊椎骨の奇形）の発生率増加、1,000 mg/kg/dayで雄胎児に精巣下降不全の発生率増加が認められた
（SVHC提案理由書（2009）、US CPSC（2011））。
（２）妊娠ラットの妊娠12～21日に本物質125～625 mg/kg/dayを強制経口投与し、分娩後の出生児を最長で生後122日まで観察した発達毒性試験の結果、母動物には最高用量（625 mg/kg/day）
まで異常は認められなかった。一方、児動物では125 mg/kg/day以上で成熟後の雄に精巣精細管の変性（中等度～重度）、及び精巣上体における乏精子症ないし無精子症、250 mg/kg/day以上
で生後1日齢の雄児にAGD（肛門生殖突起間距離）の減少、生後12～14日齢の雄児に乳輪・乳頭の遺残、成熟後の雄に精巣・精巣上体の未発達ないし欠損、500 mg/kg/dayで包皮分離の遅延
（最高用量群は尿道下裂のため観察不能）、500 mg/kg/day以上で成熟後の雄に奇形（尿道下裂、陰茎骨の露出、精巣のない陰嚢）の増加が認められた（SVHC提案理由書（2009）、US CPSC
（2011））。

【参考データ等】
（３）母親と男児のペアー85組を対象とした研究において、妊婦の尿中フタル酸モノイソブチル（MIBP：本物質の一次代謝物）レベルと男児のAGI（肛門生殖器インデックス）値とは逆相関すること、
年齢に対するAGIが25パーセンタイル未満とAGIの小さい男児の亜集団では潜伏睾丸（停留精巣）の発生率が高かった。例数が85例と少ないこと、母親の尿中MIBP測定が1時点のみで妊娠期間
の平均ばく露レベルを反映しているとは限らないなど制限はあるが、本結果は出生前の環境中フタル酸ばく露が男児の生殖器官発達に影響を及ぼすとの仮説を支持する報告とされている（SVHC
提案理由書（2009）、US CPSC（2011））。
（４）EU CLP分類ではRepr. 1Bに分類され、SVHC候補とされている（SVHC提案理由書（2009））。

S54

５－ｔｅｒｔ－ブチル
－３－［２，４－ジ
クロル－５－（プ
ロパ－２－イン－
１－イルオキシ）
フェニル］－１，
３，４－オキサジ
アゾール－２（３
Ｈ）－オン

５－ｔｅｒｔ－ブチル－３
－［２，４－ジクロル
－５－（プロパ－２－
イン－１－イルオキ
シ）フェニル］－１，
３，４－オキサジア
ゾール－２（３Ｈ）－オ
ン

3 食品安全委員
会農薬評価書
（平成15年度）

39807-15-3

オキサジアルギル

１２．生殖発生毒性試験
（２）発生毒性試験(ラット)
SD ラット(一群雌 25 匹)の妊娠 6～15 日に強制経口(原体：0､20､80 及び 320 mg/kg体重/日)投与する発生毒性試験が実施された｡
母動物では 320 mg/kg 体重/日投与群で対照群に比して 11%の体重増加抑制が認められた｡胎児では 320 mg/kg 体重/日投与群で低体重が認められ､矮小児､胎児の蒼白化及び骨化遅延の発
現頻度の上昇が認められた｡
本試験において､320 mg/kg 体重/日投与群の母動物で体重増加抑制､胎児で低体重､矮小児等が認められたので､無毒性量は母動物及び胎児で80 mg/kg体重/日であると考えられた｡催奇形性
は認められなかった｡

S64

ホルムアミド ホルムアミド 2 政府GHS分類
（平成26年度）

75-12-7
ホルムアミド

【区分1B】

マウスを用いた経口経路 (飲水) での連続交配試験において、親動物毒性 (体重増加抑制) がみられる用量 (750 ppm (144-226 mg/kg/day)) において生殖能に影響 (受精率の低下、同腹児数の
減少) がみられたとの報告がある (NTP DB (Access on 2014) 、SIDS (2013))。 マウスを用いた経口経路(強制) での催奇形性試験において、母動物毒性がみられない用量 (198 mg/kg/day) にお
いて胎児に骨格奇形 (脳ヘルニア、前蝶形骨形成不全、下顎小顎、口蓋裂、癒合肋骨、椎体裂及び形成不全) がみられたとの報告がある (SIDS (2013))。 以上のように、親動物毒性がみられない
用量において、胎児に奇形がみられたことから区分1Bとした。

物質情報 根拠情報
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■感作性

EU ACGIH 産衛学会
CLP ACGIH 産衛学会

S25 ● RSEN 1 ２種候補から除外

分類結果あり クラス案
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■大気環境基準

基準値
[mg/m3]

クラス
基準値

[mg/m3]
クラス

なし

新規SDS候補

日本 環境基準 WHO
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■水質環境基準

（参考）
対象物質

基準値[mg/L] クラス
（参考）
対象物質

基準値[mg/L] クラス
（参考）
対象物質

基準値[mg/L] クラス
（参考）
対象物質

基準値[mg/L] クラス

なし

新規SDS候補
日本・環境基準 日本・要監視 WHO EPA
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■農薬ADI

農薬ADI
[mg/kg/day]

クラス
農薬ADI
[mg/kg/day]

クラス
農薬ADI
[mg/kg/day]

クラス

2-26 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６
－ジフルオロベンゾイル）尿素

0.021 0.005 3 0.005 3
修正（物質番号）

食品安全委員会 JMPR JECFA新規SDS候補
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■慢性毒性
物質情報 情報源 データの有無 試験方法 試験結果 文献 投与条件による補正値暴露マージン不確実係数基準値・無毒性量等

物質ID CAS番号 化学物質名称 情報源名 物質名 データの有無 掲載ページなど 試験物質 経路 データ項目 試験動物 試験期間 試験期間分類 投与条件 投与量 TG等 GLP その他 結果項目 投与量 エンドポイント 備考 引用原文 項目 値 単位 単位換算 備考
物質名 溶媒 純度（%） 経路 その他 詳細 種 系 性 齢数 年 月 週 日 時間 その他 日/週 時間/日 回/日 その他 結果項目 その他 記号 値 単位 単位換算 備考 エンドポイント その他 項目 その他 値 単位

種 その他 系 その他 記号 値 単位

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

なし 修正（物質番号）

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素 食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 経口 ADI 0.01 mg/kg/day 3 3 修正（物質番号）

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素 食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 経口 ADI 0.01 mg/kg/day 3 3 修正（物質番号）

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素 食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 経口 ADI 0.021 mg/kg/day 修正（物質番号）

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素 食品健康影響評価 テフルベンズロン あり ○ 経口 ADI 0.021 mg/kg/day 修正（物質番号）

2-26 環境省調査 83121-18-0 5 １－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素 農薬等ADI関連情報DB
1-(3,5-Dichloro-2,4-difluorophenyl)-3-(2,6-
difluorobenzoyl)urea

あり ○ 経口 ADI 0.01 mg/kg/day ＊１； 2014年1月（府食第76
号）再評価

3 3 修正（物質番号）

S25 政府GHS分類 7085-85-0 29 ２－シアノアクリル酸エチル 政府GHS分類 2-シアノアクリル酸エチル 経口 一般毒性 分類できない データ不足のため分類できない。 平成27年度 修正（当該物質は候
補から除外）

S25 政府GHS分類 7085-85-0 29 ２－シアノアクリル酸エチル 政府GHS分類 2-シアノアクリル酸エチル 経口 一般毒性 分類できない データ不足のため分類できない。 平成27年度 修正（当該物質は候
補から除外）

S36 化審法スクリーニング評価 102-81-8 41 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 化審法スクリーニング評価 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 一般毒性 平成23年1月21日 修正（当該物質は候
補から除外）

S59 環境省調査 736994-63-167 ３－ブロモ－１－（３－クロロ－２－ピリジル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド

内閣府食品安全委員会評価書 あり ○ 経口 一般毒性 ADI 0.0096 mg/kg/day 3 3 修正

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド 内閣府食品安全委員会評価書 あり ○ 経口 一般毒性 ADI 0.3 mg/kg/day 修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド U.S.EPA IRIS Mepiquat chloride あり ○ 経口 一般毒性 イヌ(dog) pure bred beagle
dogs

10ヶ月齢 90 90日以上1年未満 100,300,1000,3000pp
m

NOEL 1000 ppm 25 mg/kg/day
sedation and tonoclonic spasms; decreased food
intake and body weights; decreased hemoglobin and
RBC; and increased hematocrit and reticulocytes

その他 RfD 0.03 mg/kg/day 修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 ラット(rat) Wistar M/F 3 90日以上1年未満 0,145,579,2316,4632
ppm

NOEL 4632 ppm 346 mg/kg/day 影響なし
修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 ラット(rat) M/F 3 90日以上1年未満 0,12000ppm LOEL 12000 ppm 889 mg/kg/day 振戦、体重増加抑制、摂餌量減少等
修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 イヌ(dog) ビーグル
0,3.3,9.8,32.4,95.3mg/
kg/day

NOEL 32.4 mg/kg/day
体重増加抑制、ヘモグロビン含量、赤血球数及びヘマ
トクリット値の減少

修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 ラット(rat) Wistar M 24 1年以上 0,13,106,268mg/kg/d
ay

NOEL 106 mg/kg/day 体重減少、尿結晶増加
修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 ラット(rat) Wistar F 24 1年以上 0,18,146,371mg/kg/d
ay

NOEL 146 mg/kg/day 体重減少、副腎皮質の病理学的変化
修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 イヌ(dog) ビーグル 12 1年以上 0,6.3,19.9,58.4mg/kg/
day

NOEL 58.4 mg/kg/day
58.4mg/kg/day群で脾臓のピグメンチン鉄、肝臓への
蓄積がわずかに増加(スケール1-5のグレード2)したこ
とのみ

修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド
United States Environmental Protection
Agency (EPA)：Pesticides “Reregistration
Eligibility Decision”

Mepiquat Chloride あり 混餌 一般毒性 イヌ(dog) ビーグル 12 1年以上 170mg/kg/day LOEL 170 mg/kg/day
腎遠位尿細管の上皮空胞化、脾臓におけるヘモジデリ
ンの増加(雄のみ)

修正（当該物質は候
補から除外）

S69 環境省調査 24307-26-4 78 メピコートクロリド 登録農薬ADI(農薬抄録) １，１－ジメチルピペリジニウムクロライド 一般毒性 ADI 0.3 mg/kg/day

2005年暫定基準；2017年3月
（府食第136号）基準設定要請
及び適用拡大申請、ARfD：0.3
mg/kg 体重

修正（当該物質は候
補から除外）

キースタディ
の該否

経口クラス 吸入クラス ADI等
クラス結

論
備考 メモ
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■TWA
↓TWA根拠が急性毒性（症状が眼、上部気道、下部気道、皮膚刺激等に限定されるもの）はクラス付与対象外 ↓TWA根拠が急性毒性（症状が眼、上部気道(urt)、下部気道、皮膚刺激等に限定されるもの）はクラス付与対象外

日本語名
TWA
クラス

化管法
クラス

TWA 値 状態 MW
TWA数
値

[mg/m3]
症状

Docume
ntation
date

化管法
クラス

TWA
[mg/m3]

TWA数
値

[mg/m3]
形態 症状

提案年
度

S25 ２－シアノアクリル酸エチル 2 2 0.2 ppm 0.2 気体 112.11 0.91706 Eye & URT irr; asthma 2017
２種候補
から除
外

物質情報 ACGIH 産衛学会
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■生態毒性
物質情報 情報源 データの有無試験方法 試験結果 文献 備考
物質ID 化学物質名称 情報源 物質名称 データの有無試験動物 試験名 試験期間 エンドポイント等 有害性データ 引用原文 文献 試験実施年

栄養段階 生物種
（学名）

生物種
（和名）

試験名 時間 単位 急性/慢性エンドポイント症状 不等号 毒性値 単位 備考

2-20 化審法スクリーニング評価 ベンジル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 110 平成30年11月16日 関数修正

2-20 化審法スクリーニング評価 ベンジル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 52 平成30年11月16日 関数修正

2-20 化審法スクリーニング評価 ベンジル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 17 平成30年11月16日 関数修正

2-20 化審法スクリーニング評価 ベンジル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 4 平成30年11月16日 2 関数修正

2-20 化審法スクリーニング評価 ベンジル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 慢性 NOEC 0.92 平成30年11月16日 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 甲殻類 Daphnia magna オオミジンコ 48 hour 急性 NOEL 0.01 W. Faatz 1 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 魚類 Cyprinodon variegatus キプリノドン科 96 hour 急性 NOEL 1.3 J. Bascietto 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 魚類 Oncorhynchus mykiss ニジマス 96 hour 急性 NOEL 0.25 W. Faatz 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 魚類 Lepomis macrochirus ブルーギル 96 hour 急性 NOEL 0.2 W. Faatz 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Cyfluthrin (Tempo 2EC
formulation)

あり 魚類 Oncorhynchus mykiss ニジマス 96 hour 急性 NOEL 0.2 C. Brassard 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 甲殻類 Daphnia magna オオミジンコ 21 day 慢性 NOEL 0.0074 J. Bascietto 1 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database beta Cyfluthrin あり 魚類 Lepomis macrochirus ブルーギル 96 hour 急性 NOEL 0.509 L. Brown 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database beta Cyfluthrin あり 魚類 Oncorhynchus mykiss ニジマス 96 hour 急性 NOEL 0.104 L. Brown 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Cyfluthrin (Tempo 2EC
Formulation)

あり 甲殻類 Daphnia magna オオミジンコ 48 hour 急性 NOEL 0.016 C. Brassard 1 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 魚類 Pimephales promelas ファットヘッドミノー 307 day 慢性 NOEL 0.14 A. Yamhure 2 関数修正

2-23 環境省調査
シアノ（４－フルオロ－３－フェノキシフェニル）メチル＝３－（２，２－ジクロ
ロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパン－１－カルボキシラート

EPA Pesticide Ecotoxicity Database Cyfluthrin あり 甲殻類 Daphnia magna オオミジンコ 48 hour 急性 NOEL 0.028 A. Yamhure 1 関数修正

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 7 day NOEC DVP 0.0032 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 7 day NOEC MOR 0.0032 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 7 day NOEC DVP 0.0032 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 魚類 Cyprinus carpio コイ 2 day LC50 MOR > 26 μg/L Ref N: 175895

Saito,H., S. Iwami, and T. Shigeoka, In Vitro
Cytotoxicity of 45 Pesticides to Goldfish GF-
Scale (GFS) Cells, Chemosphere23(4): 525-537,
1991

1991 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 2 day LC50 MOR 40 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 1 day LC50 MOR 230 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 甲殻類 Tisbe battagliai イソミジンコ属 2 day NOEC MOR 1000 μg/L Ref N: 174917

Macken,A., A. Lillicrap, and K. Langford,
Benzoylurea Pesticides Used as Veterinary
Medicines in Aquaculture: Risks and
Developmental Effects on Nontarget Crustaceans,
Environ. Toxicol. Chem.34(7): 1533-1542, 2015

2015 2 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

U.S.EPA AQUIRE
N-[[(3,5-Dichloro-2,4-
difluorophenyl)amino]carbonyl
]-2,6-difluorobenzamide

あり 魚類 Carassius auratus キンギョ 1.125 day EC50 PHY > 10000 μg/L Ref N: 175895

Saito,H., S. Iwami, and T. Shigeoka, In Vitro
Cytotoxicity of 45 Pesticides to Goldfish GF-
Scale (GFS) Cells, Chemosphere23(4): 525-537,
1991

1991
修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

テフルベンズロン あり 魚類 コイ 96 hour 急性 LC50 > 15700 μg/L 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

テフルベンズロン あり 甲殻類 オオミジンコ 48 hour 急性 EC50 3.75 μg/L 1 修正（物質番
号）

2-26 環境省調査
１－（３，５－ジクロロ－２，４－ジフルオロフェニル）－３－（２，６－ジフルオ
ロベンゾイル）尿素

水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

テフルベンズロン あり 藻類 イカダモ 72 hour 急性 ErC50 > 3 μg/L 修正（物質番
号）

2-31 環境省調査
２’，３’－ジクロロ－４’－ヒドロキシ－１－メチルシクロヘキサン－１－カル
ボキサニリド

U.S.EPA AQUIRE

N-(2,3-Dichloro-4-
hydroxyphenyl)-1-
methylcyclohexanecarboxamid
e

あり 魚類 Danio rerio ゼブラフィッシュ 5 day EC50 NOC 8.3498 μM Ref N: 161191

Padilla,S., D. Corum, B. Padnos, D.L. Hunter, A.
Beam, K.A. Houck, N. Sipes, N. Kleinstreuer, T.
Knudsen, D.J. Dix, and, Zebrafish Developmental
Screening of the ToxCast Phase I Chemical
Library, Reprod. Toxicol.33(2): 174-187, 2012

2012 関数修正

S03 化審法スクリーニング評価 アミルケイ皮アルデヒド 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 0.21 平成29年11月24日 2 関数修正

S03 化審法スクリーニング評価 アミルケイ皮アルデヒド 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 0.28 平成29年11月24日 1 関数修正

S03 化審法スクリーニング評価 アミルケイ皮アルデヒド 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 慢性 NOEC 0.014 平成29年11月24日 1 関数修正

S03 化審法スクリーニング評価 アミルケイ皮アルデヒド 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 0.91 平成29年11月24日 1 関数修正

S04 化審法スクリーニング評価 イソ酪酸β－フェノキシエチル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 18 平成30年11月16日 関数修正

S04 化審法スクリーニング評価 イソ酪酸β－フェノキシエチル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 1.6 平成30年11月16日 関数修正

S04 化審法スクリーニング評価 イソ酪酸β－フェノキシエチル 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 24 平成30年11月16日 関数修正

S04 化審法スクリーニング評価 イソ酪酸β－フェノキシエチル 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 1.36 平成30年11月16日 2 関数修正

S07 化審法スクリーニング評価 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 0.7 平成29年11月24日 1 関数修正

クラス付
与結果
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■生態毒性
S07 化審法スクリーニング評価 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 0.22 平成29年11月24日 2 関数修正

S07 化審法スクリーニング評価 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 2 平成29年11月24日 2 関数修正

S07 化審法スクリーニング評価 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 慢性 NOEC 0.032 平成29年11月24日 1 関数修正

S07 化審法スクリーニング評価 ６－エトキシ－２，２，４－トリメチル－１，２－ジヒドロキノリン 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 18 平成29年11月24日 関数修正

S13 化審法スクリーニング評価 カプロン酸エチル 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 8.94 平成30年11月16日 2 関数修正

S17 環境省調査
Ｎ－（｛４－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－フルオ
ロフェニル｝カルバモイル）－２，６－ジフルオロベンズアミド

EU ECHA Information on Registered
Substance

1-(4-(2-cloro-α,α,α-p-
trifluorotolyloxy)-2-
fluorophenyl)-3-(2,6-
difluorobenzolyl)urea

あり 甲殻類 other aquatic crustacea
short-term toxicity to aquatic
invertebrates

48 hour EC50 0 mg/L 関数修正

S18 環境省調査 １－（４－クロロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

diflubenzuron あり 甲殻類 Daphnia magna 慢性 LOEL 0.06 ppb Supplemental 関数修正

S18 環境省調査 １－（４－クロロフェニル）－３－（２，６－ジフルオロベンゾイル）尿素
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

diflubenzuron あり 甲殻類 Daphnia magna 慢性 LOEL 0.09 ppb Supplemental 関数修正

S23 化審法スクリーニング評価 ゲラニオール 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 13.1 平成30年11月16日 関数修正

S23 化審法スクリーニング評価 ゲラニオール 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 1 平成30年11月16日 2 関数修正

S23 化審法スクリーニング評価 ゲラニオール 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 10.8 平成30年11月16日 関数修正

S23 化審法スクリーニング評価 ゲラニオール 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 22 平成30年11月16日 関数修正

S24 化審法スクリーニング評価 酢酸リナリル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 16 平成30年11月16日 関数修正

S24 化審法スクリーニング評価 酢酸リナリル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 9.6 平成30年11月16日 関数修正

S24 化審法スクリーニング評価 酢酸リナリル 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 6.2 平成30年11月16日 2 関数修正

S24 化審法スクリーニング評価 酢酸リナリル 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 11 平成30年11月16日 関数修正

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 藻類急性毒性試験 72 hour 急性 EC50 21 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 藻類急性毒性試験 72 hour 慢性 NOEC 3.2 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 藻類急性毒性試験 72 hour 急性 EC50 9 mg/L H15 修正（面積法の
根拠を棄却）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 藻類急性毒性試験 72 hour 慢性 NOEC 1.7 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 甲殻類 Daphnia magna ミジンコ遊泳阻害試験 48 hour 急性 EC50 > 110 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 甲殻類 Daphnia magna ミジンコ繁殖毒性試験 21 day 慢性 NOEC 4.4 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール あり 魚類 Oryzias latipes 魚類急性毒性試験 96 hour 急性 LC50 29 mg/L H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール なし 魚類 Oryzias latipes 魚類延長毒性試験 14 day 慢性 NOEC - H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール なし 魚類 Oryzias latipes 魚類延長毒性試験 21 day 慢性 NOEC - H15
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 環境省調査 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール
環境省「化学物質の生態影響試験に
ついて」

2-(ジブチルアミノ)エタノール なし 魚類 Oryzias latipes 初期生活段階毒性試験（ELS) 慢性 NOEC -
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 政府GHS分類 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 政府GHS分類 あり 藻類 ﾑﾚﾐｶﾂﾞｷﾓ 72 hour 急性 EC50 20.3 mg/L 区分3
藻類(ﾑﾚﾐｶﾂﾞｷﾓ)72時間EC50(生長速度)= 20.3
mg/L(NITE初期リスク評価書: 2007)であることか
ら、区分3とした。

NITE初期リスク評価書: 2007 平成30年度
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 政府GHS分類 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 政府GHS分類 なし 急性 LC50 区分3
藻類(ﾑﾚﾐｶﾂﾞｷﾓ)72時間EC50(生長速度)= 20.3
mg/L(NITE初期リスク評価書: 2007)であることか
ら、区分3とした。

平成30年度
修正（当該物質
は候補から除
外）

S36 政府GHS分類 ２－（ジ－ｎ－ブチルアミノ）エタノール 政府GHS分類 あり 藻類 ﾑﾚﾐｶﾂﾞｷﾓ 72 hour 慢性 NOEC 3.09 mg/L 区分3

慢性毒性データを用いた場合、急速分解性がな
く(難分解性、BODによる平均分解度: 1％ (化審
法DB: 2001))、藻類 (ﾑﾚﾐｶﾂﾞｷﾓ)の72時間
NOEC(生長速度)= 3.09 mg/L(NITE初期リスク評
価書: 2007)であることから、区分外となる。
慢性毒性データが得られていない栄養段階に対
して急性毒性データを用いた場合、急速分解性
がなく(難分解性、BODによる平均分解度: 1％
(化審法DB: 2001))、魚類(ﾒﾀﾞｶ)96時間LC50 =
29 mg/L(環境省生態影響試験: 2018)であること
から、区分3となる。
以上の結果から、区分3とした。

NITE初期リスク評価書: 2007 平成30年度
修正（当該物質
は候補から除
外）

S40 化審法スクリーニング評価 Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラデカン－１－イルアミン 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 0.51 平成30年11月16日 1 関数修正

S40 化審法スクリーニング評価 Ｎ，Ｎ－ジメチルテトラデカン－１－イルアミン 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 0.35 平成30年11月16日 1 関数修正

S43 化審法スクリーニング評価 デカヒドロナフタレン 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 0.051 平成30年11月16日 1 関数修正

S43 化審法スクリーニング評価 デカヒドロナフタレン 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 0.015 平成30年11月16日 1 関数修正

S43 化審法スクリーニング評価 デカヒドロナフタレン 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 0.23 平成30年11月16日 1 関数修正

S43 化審法スクリーニング評価 デカヒドロナフタレン 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 0.37 平成30年11月16日 1 関数修正

S45 化審法スクリーニング評価 テルピネオール酢酸エステル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 6.9 平成29年11月24日 2 関数修正

S45 化審法スクリーニング評価 テルピネオール酢酸エステル 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 2.7 平成29年11月24日 関数修正

S47 化審法スクリーニング評価
１，３，５－トリス（ジメチルアミノプロピル）ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジ
ン

化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 0.4 平成30年11月16日 2 関数修正

S47 化審法スクリーニング評価
１，３，５－トリス（ジメチルアミノプロピル）ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジ
ン

化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 62.6 平成30年11月16日 関数修正

S58 化審法スクリーニング評価 ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ボルナン－２－イル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 2.17 平成30年11月16日 関数修正

S58 化審法スクリーニング評価 ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ボルナン－２－イル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 10.5 平成30年11月16日 関数修正

S58 化審法スクリーニング評価 ｒｅｌ－（１Ｒ，２Ｒ，４Ｒ）－ボルナン－２－イル＝アセタート 化審法スクリーニング評価 あり 魚類 急性 EC50 9.9 平成30年11月16日 2 関数修正

S61 化審法スクリーニング評価 ３－ヘキセニルサリチレート 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 0.61 平成29年11月24日 1 関数修正

S61 化審法スクリーニング評価 ３－ヘキセニルサリチレート 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 0.19 平成29年11月24日 2 関数修正
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■生態毒性
S61 化審法スクリーニング評価 ３－ヘキセニルサリチレート 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 2.7 平成29年11月24日 2 関数修正

S63 化審法スクリーニング評価 １，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 急性 EC50 8.1 平成30年11月16日 2 関数修正

S63 化審法スクリーニング評価 １，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸 化審法スクリーニング評価 あり 藻類 慢性 NOEC 6.25 平成30年11月16日 関数修正

S63 化審法スクリーニング評価 １，２，４，５－ベンゼンテトラカルボン酸 化審法スクリーニング評価 あり 甲殻類 急性 EC50 63 平成30年11月16日 関数修正

S66 環境省調査 ２－メチル－４’－ニトロ－３’－（トリフルオロメチル）プロパンアニリド U.S.EPA AQUIRE
2-Methyl-N-[4-nitro-3-
(trifluoromethyl)phenyl]propan
amide

あり 魚類 Oryzias latipes メダカ 7 day NOEC BCM 0.02 mg/g fd Ref N: 92395

Chikae,M., R. Ikeda, Q. Hasan, Y. Morita, and E.
Tamiya, Effects of Tamoxifen, 17 Alpha -
Ethynylestradiol, Flutamide, and
Methyltestosterone on Plasma Vitellogenin Levels
of Male and Female Japanese Medaka (Oryzias
latipes), Environ. Toxicol. Pharmacol.17(1): 29-33,
2004

2004 関数修正

S66 環境省調査 ２－メチル－４’－ニトロ－３’－（トリフルオロメチル）プロパンアニリド U.S.EPA AQUIRE
2-Methyl-N-[4-nitro-3-
(trifluoromethyl)phenyl]propan
amide

あり 魚類 Oryzias latipes メダカ 7 day NOEC BCM 20 mg/g fd Ref N: 92395

Chikae,M., R. Ikeda, Q. Hasan, Y. Morita, and E.
Tamiya, Effects of Tamoxifen, 17 Alpha -
Ethynylestradiol, Flutamide, and
Methyltestosterone on Plasma Vitellogenin Levels
of Male and Female Japanese Medaka (Oryzias
latipes), Environ. Toxicol. Pharmacol.17(1): 29-33,
2004

2004 関数修正

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 藻類 Anabaena flos-aquae 7 day EC50 > 184 ppb R. Lamb 1989
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 藻類 Navicula pelliculosa 7 day EC50 > 184 ppb W. Erickson 1989
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 藻類 Skeletonema costatum 7 day EC50 > 184 ppb W. Erickson 1989
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 藻類 Pseudokirchneriella subcapitata 7 day EC50 > 184 ppb W. Erickson 1989
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 藻類 Lemna gibba 14 day EC50 > 184 ppb W. Erickson 1989
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 甲殻類 Daphnia magna 21 day NOEC 12.5 ppm C. Laird 1993
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 甲殻類 Eastern oyster (shell deposition or
embryolarvae) (Crassostrea virginica)

96 h 急性 LC50 12.6 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 甲殻類 Waterflea (Daphnia magna) 慢性 MATC mortality of adults 18.8 ppm 関数修正

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 甲殻類 Waterflea (Daphnia magna) 48 h 急性 LC50 50.8 ppm
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 魚類 Lepomis macrochirus 96 h LC50 > 89 ppm A. Yamhure 1991
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類 Bluegill sunfish (Lepomis
macrochirus)

96 h 急性 LC50 > 89 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類
Rainbow trout (Oncorhynchus
mykiss)

96 h 急性 LC50 > 92 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 魚類 Oncorhynchus mykiss 96 h LC50 > 96 ppm A. Yamhure 1991
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 魚類 Oncorhynchus mykiss 28 day NOEC 100 ppm C. Laird 1993
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類
Rainbow trout (Oncorhynchus
mykiss)

慢性 NOEC none (growth, mortality, or toxic symptoms)> 100 ppm
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 甲殻類 Daphnia magna 48 h EC50 106 ppm W. Rabert 1994
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 甲殻類 Waterflea (Daphnia magna) 48 h 急性 LC50 106 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 甲殻類 Daphnia magna 48 h EC50 110.6 ppm L. Turner 1977
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 甲殻類 Americamysis bahia 96 h LC50 > 136 ppm W. Rabert 1995
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 甲殻類 Mysid (Americamysis bahia) 96 h 急性 LC50 > 136 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database Mepiquat chloride あり 魚類 Cyprinodon variegatus 96 h LC50 > 151 ppm W. Rabert 1995
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類 Sheepshead minnow (Cyprinodon
variegatus)

96 h 急性 LC50 > 151 ppm 実測
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類
Rainbow trout (Oncorhynchus
mykiss)

96 h 急性 LC50 730 ppm
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 魚類 Oncorhynchus mykiss 96 h LC50 1580 ppm L. Turner 1977
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
United States Environmental
Protection Agency (EPA)：Pesticides
“Reregistration Eligibility Decision”

mepiquat chloride あり 魚類 Bluegill sunfish (Lepomis
macrochirus)

96 h 急性 LC50 2580 ppm
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド EPA Pesticide Ecotoxicity Database
Mepiquat chloride BAS 083 W
formulation

あり 魚類 Lepomis macrochirus 96 h LC50 > 5600 ppm L. Turner 1977
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

メピコートクロリド あり 魚類 コイ 96 hour 急性 LC50 > 98600 μg/L
修正（当該物質
は候補から除
外）
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■生態毒性

S69 環境省調査 メピコートクロリド
水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

メピコートクロリド あり 甲殻類 オオミジンコ 48 hour 急性 EC50 67800 μg/L
修正（当該物質
は候補から除
外）

S69 環境省調査 メピコートクロリド
水産動植物の被害防止に係る農薬登
録基準

メピコートクロリド あり 藻類 P. subcapitata 72 hour 急性 ErC50 > 990000 μg/L
修正（当該物質
は候補から除
外）
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